
参考資料３

自治体と大学連携に関するアンケート調査
（中間報告）

第３回 九州圏における地域の存続・再生に関する調査検討委員会
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地域づくりに関する自治体と大学の連携について

九州圏の小規模・高齢化集落への支援を今後検討していく上で、その役割が期待される大学を抽出す
るため、九州圏の自治体に対するアンケート調査を実施し、自治体と大学の連携状況について確認した。

■大学の地域づくりに対する支援の内容と大学立地について

資料：Ｈ２１年度自治体アンケート調査結果

集落元気づくりへの取組を見ると、九州圏外の大学との交流が比較的多い。

■県別アンケート回答率 ■地域づくりにおける九州の自治体と大学の連携状況について

資料：Ｈ２１年度自治体アンケート調査結果 資料：Ｈ２１年度自治体アンケート調査結果

アンケート回収率は全体で５８．５％であり、１２１自治体から回答があった。 小規模高齢化集落の問題が特に懸念される宮崎県、鹿児島県において、集落元気
づくりに関わる自治体と大学の連携が盛んである。

■地域づくりの連携における費用負担の方法について

資料：Ｈ２１年度自治体アンケート調査結果

地域づくりの連携において、検討委員会への委員就任が最も多く、次いで元気づくり
であった。集落元気づくりの費用負担で最も多いのは「大学負担」であり、「交通費」
程度あるいは「報酬なし」においてこれらの活動の多くが実施されている。

■自治体と大学の連携に関するアンケート（配布数：２０７市町村 回収率５８.５％）平成２２年３月１日現在
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①アンケート配布自治

地域づくりに関する自治体と大学の連携について

■大学の集落元気づくりに対する支援事例

帝京大学 福岡医療技術学部
①学生による公民館での体力測定。
②｢勝立蛇山まつり」での準備・出
展に協力。

九州大学 芸術工学研究院
廃校を学外拠点として利用
し、学外ゼミの実施、耕作
放棄地の作付け、ワーキン
グホリデー等への企画立案
実施協力。

佐賀大学 文化教育学部
①「里山冬の音楽祭」の演奏会に
よる交流。
②廃校を利用して「こども寺子
屋」を実施。

長崎大学
学生支援プログラムを通して「琴
海夏まつり」、「琴海ふるさとま
つり」のボランティアスタッフと
して参加。

東京大学大学院 工学系研究科
「白水溜池堰堤水利施設」の調査
研究活動を通して地元関係者と交
流活動を行った。
大分県立芸術文化短期大学
廃校を活用してアートキャンプを
実施。

九州保健福祉大学 社会福祉学部
「延岡市定住自立圏推進基金」を
活用し、集落の実態や地域資源に
関する調査・分析を行い中山間地
域等の振興に活かす。

宮崎学園短期大学
少子高齢化が進む地区の祭りの準
備・運営へボランティア参加。
熊本大学
国土交通省の事業において、集落
活性化にための寄合いにより指導
助言を行った。

宮崎大学、鹿児島大学
国土交通省の事業において、集落
活性化にための寄合いにより指導
助言を行った。

首都圏の大学
学生と地域で構成する地域づくり
インターンの会が主催する地域と
学生の交流事業。

法政大学 現代福祉学部
学部の地域づくり学習の一環とし
て地域イベントの参画か地域お越
しの立案。

長崎県立大学 経済学部
体験メニューのモニター協力。
鹿児島大学 医学部
学生の現場実習の場。
東海大学 海洋学部
地域との交流を深めながら海
と人との関りを調査。
鹿児島大学
国土交通省の事業において、
集落活性化にための寄合いに
より指導助言を行った。

鹿児島大学 教育学部
島おこしと自治公民館ギリシャ村
づくりの調査研究と交流活動。
名桜大学 総合研究所
沖縄県北部との県境交流活動。

竹田市黒木町

日之影町

多久市

長崎市

西米良村

椎葉村

伊佐市
錦江町

瀬戸内町

与論町

大牟田市

２

存続が危ぶまれる集落が存在するいくつかの自治体において、大学に
よる支援の関係が確認された。
代表的な事例について紹介する。

大分大学 教育学部
社会福祉士を目指す学生の十種
フィールドとしていきいきスマイ
ル教室を開催。

豊後大野市

大分大学
大学フレンドシップ事業により集
落と年6回の交流会を実施

宇佐市

熊本大学 工学部
防災まち歩き開催
コミュニティバスを使った地区合
同避難訓練の実施

山都町

宮崎大学 教育文化学部
学生の自主ゼミ活動として、むら
づくりの実践を調査し、「学生が
つくった諸塚村の財政白書」とし
てとりまとめた。

諸塚村
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地域づくりに関する自治体と大学の連携について

九州圏の小規模・高齢化集落への支援を今後検討していく上で、その役割が期待される大学(研究室単
位）を抽出し、アンケート調査により各大学・研究室の研究・調査・支援の実態について確認した。

■大学の地域づくり・集落支援への協力可能性について

協力可能性については、「調査に助言が可能」が最も多く、次いで「委託調査等の実
施」や「学生の参画・派遣が可能」となっていた。また、「情報提供を希望」の回答が多
く、本テーマへの高い関心が見られる。

■地域づくり・集落支援に関わる研究者の調査・研究分野について ■大学における地域づくりや集落の存続・維持の活性化の状況について

資料：Ｈ２１年度大学アンケート調査結果

研究分野では、「地域づくり」が最も多く、次いで「社会科学」、「医歯薬学・福祉」と
なっている。

大学の状況については、「学内機関がある」、「活動を実施している」大学の割合が半
数以上を占めている。

■地域づくり・集落支援に関する調査・研究において認識される課題について

調査・研究上の課題では「集落支援の人材・組織体制の不足」が最も多くなっていた。
次いで「集落支援の知見等が知られていない」、「集落に対する支援事業の不足」な
どがあげられている。

■大学の地域づくり・集落支援に関するアンケート（配布数：２１１研究室 回収率２２.７％）平成２２年２月２５日現在
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資料：Ｈ２１年度大学アンケート調査結果

資料：Ｈ２１年度大学アンケート調査結果

資料：Ｈ２１年度大学アンケート調査結果
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